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印
刷
　
東
海
逓
信
印
刷
㈱

植
物
油
イン
キ
使
用

見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

Q
Rコ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の

登
録
商
標
で
す
。

　
　
　
で
過
ご
す
時
間
が
多
く
な

　
　
　
り
ま
し
た
ね
。
私
は
、
運

動
不
足
に
よ
る
体
重
増
加
が
心
配

で
、
家
の
中
で
運
動
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
体
操
や
ス
ト
レ
ッ

チ
な
ど
、
少
し
体
を
動
か
す
だ
け

で
も
、
ス
ト
レ
ス
発
散
に
も
な
り

オ
ス
ス
メ
で
す
。

　
今
回
の
市
報
の
16
ペ
ー
ジ
に
も
、

室
内
で
体
を
動
か
す
ラ
ジ
オ
や
テ

レ
ビ
の
番
組
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

楽
し
く
体
を
動
か
し
て
、
運
動
不

足
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

  

（
浅
野
）

Ｑ１ 今号でよかった内容や写真があれば教えてください。
Ｑ２ 今号を読んだことがきっかけで行動したこと、または、したいことはありましたか。
Ｑ３ 市報で取り上げてほしい内容や企画、広報に関するご意見・ご感想などありましたらお聞かせください。

編
集
後
記

回答方法
住所、氏名、年齢、アンケート
を書いて、ご送付ください。
あ て 先
　〒４７５-8666
　東洋町２-１　企画課
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家

　
早
い
も
の
で
、
平
成
か
ら
令
和

に
な
っ
て
、
も
う
す
ぐ
一
年
に
な

り
ま
す
。
昨
年
秋
、
新
美
南
吉
記

念
館
で
は
び
っ
く
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
宮
内
庁
か
ら
上
皇

后
美
智
子
さ
ま
に
関
す
る
書
籍
5

冊
が
送
ら
れ
て
き
た
の
で
す
。
美

智
子
さ
ま
が
皇
后
在
位
中
に
ゆ
か

り
の
あ
っ
た
施
設
と
い
う
こ
と
で

贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
5
冊
の
中
に
は
、
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
（
国
際
児
童
図

書
評
議
会
）
世
界
大
会
で
の
ご
講

演
を
収
録
し
た
『
橋
を
か
け
る
』

の
ほ
か
、
昨
年
1
月
に
出
版
さ
れ

た
ば
か
り
の
『
降
り
つ
む
―
皇
后

陛
下
美
智
子
さ
ま
の
英
訳
と
ご
朗

読
―
』
（
毎
日
新
聞
出
版
）
も
含

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
『
降
り
つ

む
』
は
、
副
題
の
通
り
、
美
智
子

さ
ま
が
長
年
取
り
組
ま
れ
て
こ
ら

れ
た
詩
の
英
訳
と
朗
読
に
つ
い
て

紹
介
す
る
本
で
、
ご
自
身
に
よ
る

英
訳
詩
の
朗
読
を
映
像
に
収
め
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
付
録
と
し
て
つ
い
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
新
美
南
吉
記
念
館
で
は
、

宮
内
庁
か
ら
書
籍
を
い
た
だ
い
た

こ
と
を
記
念
し
、
美
智
子
さ
ま
と

英
訳
詩
に
つ
い
て
の
特
別
展
示
を

昨
年
11
月
か
ら
1
月
に
か
け
て
開

催
し
ま
し
た
。
初
日
に
は
市
長
や

ごん吉くんレポート

岩
滑
出
身
の
半
田
高
校
生
な
ど
に

よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
（
写

真
）
、
会
場
で
は
宮
内
庁
の
許
可

を
得
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
映
像
も
流
し
ま

し
た
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

　
美
智
子
さ
ま
が
詩
の
英
訳
に
取

り
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

昭
和
50
年
春
、
設
立
間
も
な
い
東

京
英
詩
朗
読
会
に
参
加
さ
れ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
す
。
現
在
も
続

い
て
い
る
同
会
は
、
当
時
、
白
百

合
女
子
大
学
英
文
学
部
教
授
だ
っ

た
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
修
道
女
マ
リ

ー
・
フ
ィ
ロ
メ
ー
ヌ
に
よ
っ
て
始

め
ら
れ
た
20
人
前
後
の
小
さ
な
会

で
、
日
本
在
住
の
外
国
人
文
学
者

を
始
め
大
学
で
英
文
学
を
教
え
る

人
た
ち
が
出
席
し
て
い
ま
す
。
美

智
子
さ
ま
は
初
め
外
国
の
詩
人
の

詩
を
朗
読
さ
れ
ま
し
た
が
、
3
回

目
か
ら
は
日
本
の
詩
人
を
取
り
上

げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
最

初
が
新
美
南
吉
で
し
た
。
美
智
子

さ
ま
は
南
吉
の
詩
9
編
（
「
泉
」

「
垣
根
」
「
初
夏
抒
情
」
「
朝
は
」

「
葬
式
」
「
落
葉
」
「
道
の
埃
」

「
牝
牛
」
「
春
風
」
）
を
英
訳
さ

れ
、
3
回
に
わ
た
っ
て
朗
読
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
皇
后
に
即
位
さ
れ
て
か
ら
は
、

「
ぞ
う
さ
ん
」
な
ど
で
知
ら
れ
る

詩
人
、
ま
ど
・
み
ち
お
の
詩
を
数

多
く
英
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成

6
年
、
ま
ど
は
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
が
授
与

す
る
「
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
」

作
家
賞
を
東
洋
人
と
し
て
初
め
て

受
賞
し
ま
す
が
、
こ
の
際
、
審
査

に
用
い
ら
れ
た
の
は
美
智
子
さ
ま

が
英
訳
さ
れ
た
80
篇
の
ま
ど
の
詩

で
し
た
。

　
ま
ど
の
「
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン

賞
」
受
賞
と
い
う
快
挙
の
影
に
は
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
詩
を
英
訳
さ
れ
、

ご
自
身
も
歌
人
と
し
て
詩
心
の
あ

る
美
智
子
さ
ま
の
尽
力
が
あ
っ
た

の
で
す
。
そ
ん
な
美
智
子
さ
ま
に

よ
る
詩
の
英
訳
が
南
吉
作
品
か
ら

始
ま
っ
た
こ
と
は
、
私
た
ち
半
田

市
民
に
と
っ
て
嬉
し
い
こ
と
で
す

ね
。

新
美
南
吉
記
念
館
　
遠
山 

光
嗣

美智子さまの英訳詩第49回
～南吉よもやま話～

みなさんの　　を聞かせてください アンケート声
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